
第
諏
回
医
学
史
研
究
会

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
（
’
九
九
七
年
秋
季
）
合
同
総
会

と
き
一
九
九
七
年
十
一
月
十
五
日
～
十
六
日

と
こ
ろ
第
一
日
．
あ
く
の
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
７
階
研
修
室
Ｂ

第
二
日
・
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
付
属
病
院
講
堂

〔
第
一
日
〕

Ｉ
、
要
望
課
題
“
近
代
に
お
け
る
日
本
の
医
療
と
保
険
制
度

〔
発
題
講
演
〕
近
代
に
お
け
る
日
本
の
医
療
と
保
険
制
度野

村
拓

１
、
看
護
教
育
上
の
諸
問
題
小
沢
礼
子
天
阪
看
謹
研
）

２
、
開
業
医
の
経
営
と
意
識
の
変
化
尾
内
康
彦
・
小
藪
幹
夫

（
大
阪
府
保
険
医
脇
）

３
、
薬
価
の
国
際
比
較
細
川
一
真
天
阪
府
保
険
医
唾

４
、
平
均
在
院
日
数
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か

植
田
彪
（
農
ざ
と
診
療
所
）

５
、
日
本
に
お
け
る
健
康
保
険
法
の
診
療
報
酬
改
訂
の
歴
史
概
観

ｌ
特
に
医
師
裁
量
権
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て

谷
荘
吉
（
小
松
病
院
）

〔
第
二
日
〕

Ｉ
、
一
般
演
題
①

１
、
病
院
医
療
の
史
的
考
察
・
イ
ギ
リ
ス
の
例

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

２
、
『
大
同
類
聚
方
」
の
史
的
考
察
井
山
温
子
（
関
西
大
学
）

３
、
山
脇
東
洋
あ
て
滝
長
榿
害
状
有
坂
道
子
ｎ
杢
術
溌
全

４
、
蘭
方
医
関
寛
斎
終
焉
の
地
・
陸
別
町
訪
問
記

中
山
沃
（
西
宮
市
）

５
、
種
痘
舍
の
成
立
と
明
石
天
民
浅
井
允
晶
（
堺
女
子
短
大
）

Ⅱ
、
挨
拶
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
教
授
曽
和
融
生

Ⅲ
、
追
悼

中
川
米
造
先
生
”
医
学
史
研
究
会
石
原
理
年
・
小
松
良
夫

山
中
太
木
先
生
”
日
本
医
史
学
会
奥
沢
康
正
・
杉
立
義
一

Ⅳ
、
見
学
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
展
示
室

Ｖ
、
一
般
演
題
②

６
、
第
八
回
関
西
医
師
大
会
と
先
哲
顕
彰
寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

７
、
『
不
如
帰
』
に
よ
る
結
核
史
の
わ
け
方

小
松
良
夫
（
寝
屋
川
市
）

８
、
田
中
香
涯
と
佐
多
愛
彦
松
田
武
（
大
阪
大
）

９
、
三
河
地
方
に
お
け
る
錦
小
路
家
門
人
組
合
に
つ
い
て

杉
立
義
一
（
京
都
市
）

岨
、
楢
林
・
伊
良
子
両
外
科
に
み
る
本
草
学田

中
祐
尾
（
大
阪
市
大
）

Ⅵ
、
【
ミ
ニ
特
別
講
演
】
佐
多
愛
彦
を
め
ぐ
っ
て

結
核
予
防
会
大
阪
支
部
病
院
長
螺
良
英
郎

今
回
は
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
の
ご
協
力
。
ご
援
助
で
立
派
な
会
場

で
合
同
総
会
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
と
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

田
中
祐
尾
先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
（
長
門
谷
洋
治
）
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